いわ て 未来 づく り 機 構 の 推進 体制 に つい て 














現状 と 課題 目指 す 方 向 性 
・ 岩 手 県 内 で 活動 する 組織 の 知恵 と 行動 力 を 結集 bd DN ・ 機 構 の 役割 を 再 確認 し 、 内 外 に 発信 (共同 宣言 な ど ) 
・ 地 域 社会 の 総合 的 な 発展 に 向け オー ル 岩 手 で 取組 み 震 災 か ら の 復興 に が 割 の 変化 ・ 各 団体 の 動き を 共有 化し 、 オ ー ル 岩手 の 取組 を 誘導 
具体 的 に 実 ・ 各 部 会 の 方 訓 a レレ な い ; 実 
具体 的 に 実践 I RO 各部 会 の 方 向 性 を 明確 に し 、 軸 の ブレ な い 活 動 を 実践 
活動 の 経緯 
H19 H20 H21 H22 H23 H24 
7 月 9 2 4 7 12 2 5 9 2 5 11 1 = | 7 11 





設立 準備 b 第 1 フェ ー ズ いわ て の 未来 を 考え る 新た な 仕組 み づ く り 


2 第 2 フェ ー ズ オー ル 岩 手 に よる 
火 復興 と 未来 づ 
余部 会 に よる 具 休 的 


。 震 炎 以降 あり 方 議論 
















3 年 間 の 活動 終了 
岩 災 復興 支援 を テー マ に 継続 一 ) 
3 年 間 の 活動 終了 
あと 2 年 間 活 動 継続 
1 年 休止 














学 
岩手 経済 同友 会 代表 幹事 ) 議 所 : 岩手 大 学 岩手 県 立 大 学 岩手 県 
岩手 銀行 頭取 高橋 真 裕 | | 副 会 長 谷村 邦久 学長 藤井 克己 学長 中 村 慶 久 知事 達 増 拓也 































































































に 遇 日 
専務 取締 役 斎藤 雅博 | 専務 理事 麻田 | 理事 。 岩 洋明 | i | 下 生 地域 部 部 | 
執行 役員 総合 企画 部 長 | 事務 局 次 長 地域 連携 推進 セン ター 地域 連携 室長 政策 推進 室 調整 臣 
三浦 茂樹 | 猿 川 毅 副 セ ンタ ー 長 小野 寺 純 治 鈴木 清 也 平野 直 
第 1 作業 部 会 (活動 終了 ) || 観光 作業 部 会 (新規 ) | 第 2 作業 部 会 第 5 作業 部 会 | 第 3 作業 部 会 (活動 終了 ) 上 
作業 部 会 と 座長 : 松 本 真一 座長 : 廣 田 専務 理事 座長 : 井山 教授 座長 : 小 川 教授 座長 : 大 平 首 席 ILC 推 進 監 
主 な 成 』 ・GAP 導 入 セ ミナ ー(H21) ・H24 開 始 ・ 企 業 説明 見 学会 (H20~) ・ 地 域 会 議 の 設立 (H20) ・ 買 うな ら 岩 手 の も の (H22) 
・ 農 商工 連携 セミ ナー(H22) 研究 会 活動 (H21.22) | ・ 黄 金 の 國 フ ェ ア 参 加 (H22) 
| ・ 岩 手 の モ ノ 紹 介 (H22) 
第 4 作業 部 会 公募 型 復興 企画 推進 部 会 | 
座長 : 後 藤 教授 座長 : 相 澤 理事 長 
※ ラウ ンド テー ブル メン バー の 二 重 枠 囲 い は 、 共 同 代 表 で こと ・ 人 材 シ ン ポ 開催 (H21) ・ 復 興 か け 橋 PJ(H23) 
RT = HI SR - デ ー タ ベー ス 作 成 (H21) . 経 産 省 予算 に よる 海外 展開 
・ 地 域 コ ン ソ と の 連携 (H22) | (H24) | 


























平成 24 年 度 い わ て 未来 づく り 機構 活動 方 針 


復興 元 年 で ある 平成 24 年 度 を 、 機 構 の 第 2 フェ ー ズ (概ね H24~H26) の スタ ー 
ト の 年 と 位置 付け 、 県 民 と 共に 手 を 携え 、 復 興 へ の 取組 を 一 層 推 進 し 確か な も の 


に する と と も に 、 オ ー ル 岩手 に よる 復興 と 未来 づく り を 成し遂げ る た め の 県 民 運 


動 に 総力 を 挙げ て 取り 組ん で いく 。 
2 機構 の 活動 内 容 の 周知 を 図り 事業 の 実効 性 を 高め る た め 、 積 極 的 な 情報 発信 を 


行う 。 


IT 活動 計画 
1 県民 運動 
(1) いわ て の 復興 と 未来 づく り に 向け た 共同 宣言 
OR 


野 の 県 民 運 動 組織 と 連携 し な が ら 民 総 参加 で 取り 組む べき 重点 事項 に つ 
いて 宣言 を する 。 























【 宣 言 項目 】 
を いわ て の 復興 に 向け た 中 核 と な る 活動 
岩 災 復興 に 向け た 活動 の 推進 

県 民 総 参 加 に よる 復興 へ の 動き を 強力 に 推進 する 。 


それ ぞ れ の 活動 の 情報 共有 、 調 整 、 ベ クト ル 合 わせ 等 を 行う こと で 、 


昌 的 な 取組 の 展開 と 「 開 か れ た 復興 」 の 実現 を 図る 。 


る 期待 され る 取組 タ 
各 分 野 で の 復興 (支援 活動 の 推進 と 絶え 間 な い 情 報 発信 
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を いわ て の 復興 の 象徴 で あり 希望 あふ れる 未来 の 実現 に 向け た 活動 
(① 2016 いわ て 国体 の 開催 に 向け た 活動 の 推進 
県 民 と の 協 働 を 基本 と し な が ら 復 興 の 象徴 と し て 開催 され る 「 新 し い 岩 手 型 
国体 」 の 開催 準備 を 後押し し て いく 。 
る 期待 され る 取組 > 
募金 ・ 協 熱 活 動 へ の 協力 、 ボ ラン ティ ア 等 運営 へ の 参画 
② 国際 リニア コラ イダ ー (I LC) の 誘致 に 向け た 活動 の 推進 
東北 か ら 新た な 科学 の 世界 を 拓 き 大 き な 経 済 効果 が 期待 され 、 復 興 の 象徴 と 
も な る I LC 計画 の 実現 に 向け 誘 致 に 取り 組む 。 
る 期待 され る 取組 > 
I LC 計画 に 対す る 知識 ・ 理 

























































































































































































解 の 促進 、 各 団体 に お ける 誘致 活動 











( いわ て 三陸 ジオ パー ク 認 定 に 向け た 活動 の 推進 
三陸 の 地質 遺産 や 被災 遺構 の 活用 ・ 保 全 と 、 被 災 地 の 地域 活性 化 を 目的 と し 
た 「 い わ て 三陸 ジオ パー ク 」 の 日 本 ジオ パー ク 認 定 に 向け て 取り 組む 。 
る 期待 され る 取組 タ 

ジオ パー ク に 対す る 知識 ・ 理 解 の 促進 






















































































を いわ て の 復興 と 未来 づく り を 側面 か ら 支 えて いく た め の 活 動 

各 分 野 の 県 民 運 動 組織 と 連携 し な が ら 、 いわ て の 復興 と 未来 づく り の た め の 活 動 

を 推進 する 。 
文 県 民 が 支え る 地域 医療 体制 づく り に 向け た 取組 (「 県 民 み ん な で 支え る 岩手 の 地 
域 医療 推進 会 議 」) 

文 青 少年 の 健全 育成 に 向け た 取組 (岩手 県 青少年 育成 県 民 会 議 」) 

文節 電 等 省エネ ルギー 活動 の 実践 に 向け た 取組 (「 温 暖 化 防 止 い わ て 県 民 会 議 」) 

文 観 光 客 を 笑顔 と まごころ で 迎え る 「 あ な わん 運動 」(「 い わ て デス ティ ネー ショ 
ン キ ャ ン ペ ー ン 推進 協議 会 」) 

文 バ ス 、 鉄 道 等 公共 交通 の 利用 促進 に 向け た 取組 (「 岩 手 県 公共 交通 利用 推進 協議 
会 」) 


太い わ て 花巻 空港 の 利用 促進 に 向け た 取組 (「 岩 手 県 空港 利用 促進 協議 会 」) 


















































































































































(2) 機構 に よる 復興 へ の 取組 の 方 向 性 
機構 が 中 心 と な り NPO や 既存 の 県 民 運 動 組織 等 に 呼び 掛け を 行い 、 各 団体 
が 結集 し て ネッ トワ ー ク を 組織 、 各 々 の 活動 状況 等 の 把握 と 情報 共有 を 図る 。 
































ア 11 月 の 第 2 回 の ラウ ンド テー ブル 開催 に 併せ 、 多 様 な 支援 活動 の 実践 者 が 
一 堂 に 会 し 、 各 主体 の 活動 状況 を 報告 ・ 発 表す る こと で 、 情 報 共 有 、 内 外 へ 
の 情報 発信 及び 一 層 効 果 的 な 活動 の 推進 を 図る こと を 目的 と し た フォ ー ラ ム 
を 沿岸 部 で 開催 する こと を 検討 

イ 復興 の 実現 に 向け た オー ル 岩 手 の ネ ットワーク 作り と 情報 発信 の 強化 等 
を 目的 と し て 、 県 内 の 復興 支援 活動 に 係る 必要 な 情報 等 を 網羅 的 に 収集 ・ 蓄 
積 す る シス テム を 検討 。 

[掲載 情報 イメ ー ジ ] 

> 地域 ニー ズ 情 報 (第 災 地 で 必要 と され て いる 支援 情報 の デー タベース ) 
> 活動 支援 情報 (提供 可能 な 支援 リソース の 情報 デー タベース ) 

> 復興 活動 情報 (活動 実績 、 活 動 内 容 等 の 情報 データベース) 















































(3) 企画 委員 会 に よる 企画 ・ 調 

宣言 の 実効 性 を 担保 し 着実 に 推進 し て いく た め に 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル の 提示 
し た 方 向 性 に 沿い 、 企 画 委員 会 が 課題 解決 に 向け た 産学 官 そ れ ぞ れ の 具体 的 な 
取組 方 法 、 役 割 分 担 等 を 決定 し 、 実 践 に つなげ て いく 。 




















ks 
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(4) 部 会 の 活動 

各 作 業 部 会 は 、 第 2 フェ ー ズ 以降 に お いて は いわ て の 復興 と 未来 づく り に 向 
け 、 被 災 地 の 抱え る 緊急 か つ 重 要 な 課題 に 対応 する た め の 活 動 を 行う 。 

また 、 部 会 活動 の 成果 を ラウ ンド テー ブル 、 会 員 に 対し て フィ ー ド バッ ク ・ 
提供 する こと で 、 よ り 効 果 的 な 展開 を 図る 。 









































































































































































































































る 部 会 活動 計画 
部 会 名 (担当 機関 ) 平成 24 年 度 の 主 な 活動 計画 
第 2 作業 部 会 以下 に つい て 、 釜 石 ・ 大 植 地域 と 宮古 地域 を 中 心 に 活動 。 
(岩手 大 学 ) ① 沿 岸 各地 域 に お ける も の づく り 企 業 の 被災 状況 , 市 町 村 と も の づく り 支 援 
セン ター に よる 支援 内 容 、 今 後 の 支 援 に 対す る 要望 に 関す る 調査 
② 各 組織 が 行う 復旧 ・ 復 興 支援 内 容 の HP 公開 
③ 復 興 事 業 ・ 状 況 な ど に 関す る 情報 交換 の 場 の 設定 支援 
④ 補 助 金 申請 支援 
⑤ 各 地域 の 市 町 村 や も の づく り 産 業 支援 セン ター な どの 活動 支援 
⑥ 人 材 育成 支援 
⑦ 技 術 開発 支援 
第 4 作業 部 会 新た に 岩 災 復興 に 関わ る 二 つ の 取組 み を 実施 。 
ロロ ーー 」 ぷら ①「 地 域 リ ー ダ ー 像 」 提言 を 活用 し た 人 材 育 成 で 、 昨 年 度 取 り ま と め た 提言 
(岩手 大 学 ) 中 6 時 
を 元 に 、 被 災 地 に お いて 今 こ そ 求 め ら れる 地域 リー ダー に つい て 地域 住民 











と 考え る 機会 を 持ち 、 地 域 リ ー ダ ー を 育成 し 募 出 で きる プロ セス を 探究 す 
る 。 7 月 5 日 の Kuji caf6「 地 域 リ ー ダ ー を 考え る 」 を 皮切り に 、 沿 岸 に 出 
名 いて 、 車 座 方 式 で 実施 。 
② 高 校生 へ の 「 自 己 実現 」 支援 プロ グラ ム で 、 次 代 を 担う 若者 に 、 起 業 支援 
団体 や 企業 経営 者 、 自 治 体 職員 ら に よる 講演 や 懇談 を 通じ て 、 地 域 と 自分 
の 将来 に つい て 考え る 機会 を 提供 し 、 地 域 へ の 愛着 を 深め 、 復 興 を 支え る 
人 材 の 育成 を 目指 す 。 具 体 的 に は 、 高 校 で の キャ リア 教育 の 一 環 と し て 位 
置 づ け 、 秋 以降 に 受け 入れ 先 の 高校 へ 講師 が 出向 いて 複数 回 実施 。 






















































































































































































































































































回 ! 




















第 5 作業 部 会 ①「 住 民 の 社会 的 孤立 の 防止 と コミュ ニテ ィ 再 構築 」 と いう 被災 地 に お いて 
興 監 の 課題 に 対処 する た め に 、 こ れ ま で の 活動 体制 を 組み 替え 、 被 災 地 住 
民 の 孤立 防止 と 生活 支援 型 の コミ ュ ニ ティ づく り を 集中 的 ・ 優 先 的 に 検討 
し 提言 。 
② 異 変 把握 の 方 策 で ある 「 見 守り 」 を 核 と し 、1CT (情報 通信 技術 ) の 活用 も 
含め て 、 復 興研 究 と し て 昨年 度 か ら 取 り 組 ん で きた 実証 研究 を パイ ロッ ト 
スタ ディ と し て 提言 。 ま た 、 そ れ を 基盤 と し て 、 長 期 的 な 岩手 県 に お ける 
見 守り と 生活 支援 型 コ ミュ ニテ ィ づ くり の 体制 を 検討 。 









































































































































































































































部 会 名 (担当 機関 ) 平成 24 年 度 の 主 な 活動 計画 
































公募 型 復興 企画 推 | これ まで の 取組 み を 継続 する と と も に 、 次 の 取り 組み を 行う こと で 「 い わ 
進 作業 部 会 て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 の 輸 を さら に 広げ て いく 。 

"| ① 治 岸 の 市 町 村 や NPO と の ネッ トワ ー ク を 強化 する 。 

(岩手 県 立 大 学 ) | ② 復興 に 向け た 地域 づく り の 動き が 徐々 に 出 て き て お り 、 こ の よう な 動き 
を 横 に 展開 で きる よう 、 よ り 上 流 工 程 で の 支援 を 行う 。 

















































































































































































































観光 作業 部 会 24 年 6 月 か ら 部 会 活動 を 開始 。 具体 的 な 観光 推進 方 策 に つい て 検討 、 取 り 
(岩手 県 商工 会 議 まとめ の うえ 、 作 業 部 会 員 及 び 機 構 会 員 に 協力 と 連携 を 呼び 掛け 、 実 践 に つ 
コーク 下 匠 x HH 扶 
な げ る 。 
所 連合 会 > 融 模 会員 パコ ユン ベン ショ ン を 主 保 的 に 開 人 磯 ・ 、 うぅ に 
特に 、 機 構 会 員 が コン ベン ショ ン を 主体 的 に 開催 ・ 誘 致し て いく よう に 、 
































コン ベン ショ ン 診 致 活動 に よる 復興 支援 に つい て 検討 する 。 

















2 情報 発信 
(1) 会 員 団体 の 総会 等 を 利用 し た 団体 構成 員 等 に 対す る 機構 の 取組 内 容 の 周知 
(2) 機構 だ より の 充実 、 電 子 メ ー ル 等 を 利用 し た 会 員 向 け 情 報 提供 の 強化 
(3) 機構 HP、 い わ て 希望 プラ ザ (アイ ー ナ 3 階 ) の コン テン ツジ 充実 


相 スケ ジュ ー ル 




















主 な スケ ジュ ー ル 概要 
〇 第 1 回 ラウ ンド テー ブル ・24 年 度 の 活動 方 針 の 決定 
時 : 7/13 ( 金 ) 15 : 00 て 15 : 55 ・ 第 2 フェ ー ズ 共同 宣言 の 協議 





会 場 : ホテ ル メ トロ ポリ タン NW 








〇 総会 ・23 年 度 実績 報告 、24 年 度 事業 計画 の 審議 
日 時 : 7/13( 金 ) 16 : 00 て 17 : 25 ・ 岩 手 の 復興 と 未来 づく り に 向け た 共同 宣言 
会 場 : ホテ ル メ トロ ポリ タン NW | ・ 梅 原 愛 雄 氏 に よる 講演 
「 岩 災 復 興 と 未来 さく り ^ 阿 部 千 一 に 見 る 震 災 復興 -」 
































〇 第 2 回 ラウ ンド テー ブル | ・ 復 興 フ ォ ー ラ ム の 開催 
日 時 : 11 月 ・ 活 動 内 容 の 確認 、 修 整 、 追 加 等 
会 場 : 沿岸 地区 を 予定 



































〇 第 3 回 ラウ ンド テー ブル | ・ 活 動 内 容 の 確認 総括 
上 時: 2 朋 ・ 次 年 度 の 活動 に 向け た 提言 
会 場 : 岩手 大 学 ・ 復 興 の 取組 状況 調査 成果 報告 




























































































資料 No. 3 


A 
= 
2 


いわ て の 復興 と 未来 づく り に 向け た 共同 宣言 


平成 23 年 3 月 11 日 の 東日本 大 岩 災 津波 か ら 。1 年 4 ヵ月 が 経過 し まし た 。 

この 間 、 岩 手 県 民 は 総力 を 挙げ て 、 復 旧 、 復 興 、 被 災 者 支援 等 に 取り 組ん で きた 
と ころ で あり 、「 い の ち を 守り 海 と 大 地 と 共に 生き る ふる さと 岩手 ・ 三 陸 の 創造 」 
の 実現 に 向け て 一 歩 一 歩 、 着 実に 歩ん で いま す 。 


私 た ちい わ て 未来 づく り 機構 は 各 会 員 が それ ぞ れ の 立場 や 分 野 に お いて 進め て 
きた 復興 へ の 取組 を 一 層 拡 大 じ 、 オ ー ル 岩手 の 官民 協 働 の ネッ トワ ー ク と いう 特色 
を 活か し て 共に 手 を 携え 、 よ り 効 果 的 な も の に する と と も に 、 い わ て の 復興 と さら 
に その 先 の 希望 あふ れる 未来 づく り を 成し遂げ る た め に 、 機 構 の 第 2 フェ ー ズ に お 
いて 以下 の 活動 に 総力 を 挙げ て 取り 組ん で いく こと を 、 こ こ に 宣言 し ます 。 


I いわ て の 復興 に 向け た 中 核 と な る 活動 


岩 災 復興 に 向け た 活動 の 推進 ~ 沿岸 と 内 陸 が 一 つ に な っ た 岩手 全体 の 復興 へ ~ 
県 民 総 参加 る 復興 へ の 動き を 、 各 主 体 と 手 を 携え て 強力 に 推進 し ます 。 
うそ ぞ それぞれ の 分 野 、 立 場 で の 復興 (支援 ) 活動 を 更に 進め 、 そ の 情報 を 発信 し て いき まし ょ う 。 


IT いわ て の 復興 の 象徴 で 希望 あふ れる 未来 の 実現 に 向け た 活動 


2016 いわ て 国体 の 開催 に 向け た 活動 の 推進 
県 民 と の 協 働 を 基本 と する 「 新 し い 岩 手 理 国 体 」 の 開催 を 後押し し ます 。 
う 募 金 ・ 協 替 活 動 に 協力 し まし ょ う 。 ボ ラン ティ ア 等 に より 運営 に 参画 し まし ょ う 。 




















































































































国際 リニア コラ イダ ー (ILC) の 誘致 に 向け た 活動 の 推進 
東北 か ら 新た な 科学 の 世界 を 拓く I LC 計画 の 実現 と 誘致 に 向け て 取り 組み ます 。 
う 1LC 計 画 に つい て 、 よ り 一 層 理 解 を 深め 、 請 致 活動 に 取り 組み まし ょ う 。 
































いわ て 三陸 ジオ パー ク の 認定 に 向け た 活動 の 推進 
三陸 の 地質 遺産 を 活用 し た 「 い わ て 三陸 ジオ パー ク 」 の 認定 に 向け て 取り 組み ます 。 
ラジ オ パ ー ク に つい て 、 よ り の 一 層 理 解 を 深め まし ょ う 。 


想 いわ て の 復興 と 未来 づく り を 側面 か ら 支 えて いく た め の 活 動 

各 分 野 の 県 民 運動 組織 と 連携 し な が ら 、 い わ て の 復興 と 未来 づく り の た め の 活 動 を 推進 し ます 。 
民 が 支え る 地域 医療 体制 つづ ぐる り に 向け た 取組 「 県 民 み ん な で 支え る 岩手 の 地域 医療 推進 会 議 」 
年 の 健全 育成 に 向け た 取組 「 岩 手 県 青少年 育成 県 民 会 議 」 
電 等 省 和 ネル ギー 活動 の 実践 に 向け た 取組 「 温 暖 化 防止 いわ て 県 民 会 議 」 
光 客 を 笑顔 と ま ざ ご ころ で 迎え ん る! あな わん 運動 .「 い わ て デス ティ ネー ショ ン キ ャ ン ペ ー ン 推進 協議 会 」 
文 バ ス 、 鉄 道 等 公共 交通 の 利用 促進 に 向け た 取組 「 岩 手 県 公共 交通 利用 推進 協議 会 」 
太い わ て 花巻 空港 の 利用 促進 に 沿 け な だ 取 組 導 岩手 県 空港 利用 促進 協議 会 」 






































































































































平成 24 年 7 月 13 
いわ て 未来 づく り 機 構 共同 代表 





平成 24 年 7 月 13 日 











ーー で 東北 が 直面 する 課題 を 持続 的 ・ 組 織 的 手法 で 解決 し 、 
NE ER 新た な コミ ュ ニテ ィ や 経済 社会 シス テム を 創出 する 人 間 や 平成 24 年 度 へ 平成 29 年 度 
法人 東北 議会 社会 の た め の 企業 家 を 育成 支援 する 








統括 運営 事務 局 
(東北 ニュ ー ビ ジ ネス 協議 会 ) 


沿岸 サテ デライト 気仙 沼 サ テラ イト 


ホー ニュ エー ゴン し] は 寺 (気仙 沼 市 、 商 工 会 議 所 、 
( いわ て 、 涼 つ り 1 の 5 1 N P O) 4 





岩手 経済 同友 会 四 
岩手 銀行 ” < 
【 運 営 主体 】 内 石巻 サテ ライ ト 

(石巻 専修 大 学 、 石 巻 信用 金庫 ) 


還 岩手 県 中 小 企業 団体 中 央 会 
(沿岸 局 ) いわ て 産業 振興 セン ター 


クロ ス セ クタ ー 支 援 連 携 ・ ク ロス セク ター 支援 に よる U り ター ン 者 な ど 





仙台 サテ ライ ト 
(仙台 市 、N PO) 


森 眉 陸 大 避 浴 疫 紹 誠 民 正 


本 4 、5 名 の 運営 事務 局 スタ ツ フ を 配置 
な ど で 構 成す る 東京 リエ ゾン オフ ィ ス が 、 ・ 中核 スタ ッ フ は 東北 大 特 任 講師 兼務 HH 
経営 者 、 被 災 地 首長 に よる コン ソー シア ・ 地域 で 事業 創造 事 を 開催 立教 大 池 、 字 、 


NPO) 
ム 組成 。 ら 、U ー ン 、 1 ー ジ = “ 百 
に 2 ・ 人材 育 成 プロ グラ ム 、 ワ ー ク ショ ッ プ の 場 の 提供 
遣 

















いわ て 未来 づく り 機構 


平成 24 年 度 総会 


日 時 : 平成 24 年 7 月 13 日 ( 金 ) 16:00~17:25 
会 場 : ホテ ル メ トロ ポリ タン 盛岡 ニュ ー ウ イン グ 
4 階 「 メ トロ ボリ タン ホー ル 」 





次 第 
第 1 部 総 会 16:00<16 : 30 
1 開会 
2 共同 代表 あい さ つ 達 増 拓也 知事 
3 議事 


(1) 報告 事項 
ア ラウ ンド テー ブル メン バー の 変更 に つい て 
イ 共同 代表 の 選任 に つい て 
(2) 審議 事項 
ア 議案 第 1 号 平成 23 年度 実績 報告 ( 案 ) に つい て 
イ 議案 第 2 号 平成 24 年 度 事業 計画 ( 案 ) に つい て 
ウ 議案 第 3 号 いわ て の 復興 と 未来 づく り に 向け た 共同 宣言 に つい て 
4 閉会 


第 2 部 講 演 16 :30-17 : 25 
演題 :「 震 災 復 興 と 未来 づく り  … 阿部 キー に 見 る 震 災 復興 ~ 」 
講師 : 梅原 愛 雄 氏 


〇 会 員 交 流 会 17:30~<19:00 
4 階 「 メ トロ ポリ タン ホー ル 」 


平成 23 年 度 事業 実績 報告 ( 案 ) 





「 い わ て 未来 づく り 機 構 」 の 設立 4 年 度目 で ある 平成 23 年 度 に お いて は 、 東 
日 本 大 震 炎 津波 の 発 災 を 受け 機構 の あり 方 を 再 確認 する と と も に 、 岩 災 か ら の 
復旧 ・ 復 興 を テー マ と し た 部 会 活動 を 展開 し た 。 











事 業 内 容 
(1) 総会 の 開催 
開催 日 : 平成 23 年 7 月 19 日 ( 火 ) 
場 所 : ホテ デル メ トロ ポリ タン 盛岡 ニュ ー ウ イン グ 
内 容 : ア 平成 22 年 度 事業 報告 ( 案 ) ノ 平成 23 年 度 事業 計画 ( 案 ) 
イ 講演 「 岩 手 県 東日本 大 岩 災 津波 復興 計画 復興 基本 計画 ( 案 ) 
に つい て 」 
講師 岩手 県 理事 兼 復興 局 副 局 長 廣田 淳 
参加 者 : 約 70 名 






























































(2) ラウ ンド テー ブル の 開催 
① 第 1 回 ラウ ンド テー ブル 
開催 日 : 平成 23 年 7 月 19 日 ( 火 ) 
場 所 : ホテ ル メ トロ ポリ タン 盛岡 ニュ ー ウ イン グ 
内 容 : 震 災 復興 に 向け た アピ ー ル の 採択 
参加 者 : 約 5 0 名 
② 第 2 回 ラウ ンド テー ブル 
開催 日 : 平成 23 年 11 月 22 日 ( 火 ) 
場 所 : 岩手 大 学 コラ ボ M 1I U 大 会 議 室 
内 容 : ア 部 会 報告 
イ 東日本 大 震 災 津波 か ら の 復興 に 対す る 会 員 の 取組 事例 発 
x 
ウ 岩 災 復興 を テーマ と し た 意見 交換 
参加 者 : 約 5 0 名 
③ 第 3 回 ラウ ンド テー ブル 
開催 日 : 平成 24 年 2 月 17 日 ( 金 ) 
場 所 : 岩手 銀行 第 1 会 議 室 
内 容 : ア 部 会 報告 
イ 観光 作業 部 会 の 設置 
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(4) 


ワ 


参加 者 : 約 4 0 名 


企画 委員 会 の 設 
毅 整 を 担う 組織 と し て 、 企 画 委員 会 を 





置 





作業 部 会 の 開催 
震 炎 か ら の 復旧 ・ ・ 復 興 に 


調 


に お いて 設置 の 承認 





m1 を 受 けた 後 、 





I LC 計画 を テー マ と し た 意見 交換 


設置 し た 。 
委員 会 を 2 回 開催 し た 。 


平成 23 年 








向け 、 地域 主導 の 復興 企画 の 公募 と 国内 外 か ら 





の 支援 の 呼び 込み 及び 地域 の 人 々 や や 企業 の 思い と 行動 を 国内 外 の 専門 家 
や や 支援 者 が 支え る 「 共 助 の 仕組 み 」 を 実現 する こと を 目的 と し て 、 新た に 


「 公 募 型 復 興 企 画 推進 作業 部 会 」 を 設置 
既存 の 部 会 に つい て は 、 








じじ だ 。 





岩 炎 か ら の 復興 を テー マ に 掲げ 活動 を 行っ た 。 















































































































































































































































な お 、 第 5 作業 部 会 に つい て は 、 1 年 間 活動 休止 する こと と し た 。 

部 会 名 (担当 機関 ) 平成 23 年 度 の 主 な 活動 実績 

第 2 作業 部 会 (3 回 開催 ) 

(岩手 大 学 ) ・ 多 石 大 構 地 域 及び 宮古 地域 の も の づく り 産 業 の 被災 状況 と 
支援 内 容 を 調査 。 
・ 沿 岸 企業 、 市 町 村 等 を 新た に 部 会 メン バー に 追加 。 
・ 復 興 に 向け た 部 会 と し て の 取組 内 容 の 決定 。 

第 4 作業 部 会 (2 回 開催 ) 

(岩手 大 学 ) ・ い わ て 高等 教育 コン ソー シア ム に 対し 、「 地 域 リ ー ダ ー 父 」 
を 提言 。 
・ 人 材 育成 デー タベース を 継続 運用 。 
・ 県 内 自治 体 (久慈 市 、 八 幡 平 市 ) と 共同 で 人 材 育 成 プ ログ 
ラム を 実施 。 

公募 型 復興 企画 推 | (3 回 開催 ) 

進 作業 部 会 ・ い わ て 復興 支援 ポー タル サイ ト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 
(岩手 県 立 大 学 ) の 構築 と 運用 。 (企画 提案 型 8 件 提案 、3 件 マッ チン グ 。 ニ 
ー ズ 型 12 件 提案 、2 件 マッ チン グ ) 

・ プ ロジ ェクト の 周知 と 復興 を 担う 人 材 育成 を 目的 と し た ワ 
ー ク ショ ッ プ を 平田 オリ ザ 氏 を 講師 と し て 2 回 開催 。( 宮 古 
市 、 釜 石 市 ) 














平成 24 年 度 いわ て 未来 づく り 事 業 計画 ( 案 ) 


復興 元 年 で ある 平成 24 年 度 を 、 機 構 の 第 2 フェ ー ズ (概ね H24~H26) の スタ ー 
ト の 年 と 位置 付け 、 県 民 と 共に 手 を 携え 、 復 興 へ の 取組 を 一 層 推 進 し 確か な も の 


に する と と も に 、 オ ー ル 岩手 に よる 復興 と 未来 づく り を 成し遂げ る た め の 県 民 運 


動 に 総力 を 挙げ て 取り 組ん で いく 。 
2 機構 の 活動 内 容 の 周知 を 図り 事業 の 実効 性 を 高め る た め 、 積 極 的 な 情報 発信 を 


行う 。 


IT 活動 計画 
1 県民 運動 
(1) いわ て の 復興 と 未来 づく り に 向け た 共同 宣言 
OR 


野 の 県 民 運 動 組織 と 連携 し な が ら 民 総 参加 で 取り 組む べき 重点 事項 に つ 
いて 宣言 を する 。 























【 宣 言 項目 】 
を いわ て の 復興 に 向け た 中 核 と な る 活動 
岩 災 復興 に 向け た 活動 の 推進 

県 民 総 参 加 に よる 復興 へ の 動き を 強力 に 推進 する 。 


それ ぞ れ の 活動 の 情報 共有 、 調 整 、 ベ クト ル 合 わせ 等 を 行う こと で 、 


昌 的 な 取組 の 展開 と 「 開 か れ た 復興 」 の 実現 を 図る 。 


る 期待 され る 取組 タ 
各 分 野 で の 復興 (支援 活動 の 推進 と 絶え 間 な い 情 報 発信 






































咽 
RS 




























































































を いわ て の 復興 の 象徴 で あり 希望 あふ れる 未来 の 実現 に 向け た 活動 
(① 2016 いわ て 国体 の 開催 に 向け た 活動 の 推進 
県 民 と の 協 働 を 基本 と し な が ら 復 興 の 象徴 と し て 開催 され る 「 新 し い 岩 手 型 
国体 」 の 開催 準備 を 後押し し て いく 。 
る 期待 され る 取組 > 
募金 ・ 協 熱 活 動 へ の 協力 、 ボ ラン ティ ア 等 運営 へ の 参画 
② 国際 リニア コラ イダ ー (I LC) の 誘致 に 向け た 活動 の 推進 
東北 か ら 新た な 科学 の 世界 を 拓 き 大 き な 経 済 効果 が 期待 され 、 復 興 の 象徴 と 
も な る I LC 計画 の 実現 に 向け 誘 致 に 取り 組む 。 
る 期待 され る 取組 > 
I LC 計画 に 対す る 知識 ・ 理 

























































































































































































解 の 促進 、 各 団体 に お ける 誘致 活動 











( いわ て 三陸 ジオ パー ク 認 定 に 向け た 活動 の 推進 
三陸 の 地質 遺産 や 被災 遺構 の 活用 ・ 保 全 と 、 被 災 地 の 地域 活性 化 を 目的 と し 
た 「 い わ て 三陸 ジオ パー ク 」 の 日 本 ジオ パー ク 認 定 に 向け て 取り 組む 。 
る 期待 され る 取組 タ 

ジオ パー ク に 対す る 知識 ・ 理 解 の 促進 






















































































を いわ て の 復興 と 未来 づく り を 側面 か ら 支 えて いく た め の 活 動 

各 分 野 の 県 民 運 動 組織 と 連携 し な が ら 、 いわ て の 復興 と 未来 づく り の た め の 活 動 

を 推進 する 。 
文 県 民 が 支え る 地域 医療 体制 づく り に 向け た 取組 (「 県 民 み ん な で 支え る 岩手 の 地 
域 医療 推進 会 議 」) 

文 青 少年 の 健全 育成 に 向け た 取組 (岩手 県 青少年 育成 県 民 会 議 」) 

文節 電 等 省エネ ルギー 活動 の 実践 に 向け た 取組 (「 温 暖 化 防 止 い わ て 県 民 会 議 」) 

文 観 光 客 を 笑顔 と まごころ で 迎え る 「 あ な わん 運動 」(「 い わ て デス ティ ネー ショ 
ン キ ャ ン ペ ー ン 推進 協議 会 」) 

文 バ ス 、 鉄 道 等 公共 交通 の 利用 促進 に 向け た 取組 (「 岩 手 県 公共 交通 利用 推進 協議 
会 」) 


太い わ て 花巻 空港 の 利用 促進 に 向け た 取組 (「 岩 手 県 空港 利用 促進 協議 会 」) 


















































































































































(2) 機構 に よる 復興 へ の 取組 の 方 向 性 
機構 が 中 心 と な り NPO や 既存 の 県 民 運 動 組織 等 に 呼び 掛け を 行い 、 各 団体 
が 結集 し て ネッ トワ ー ク を 組織 、 各 々 の 活動 状況 等 の 把握 と 情報 共有 を 図る 。 
































ア 11 月 の 第 2 回 の ラウ ンド テー ブル 開催 に 併せ 、 多 様 な 支援 活動 の 実践 者 が 
一 堂 に 会 し 、 各 主体 の 活動 状況 を 報告 ・ 発 表す る こと で 、 情 報 共 有 、 内 外 へ 
の 情報 発信 及び 一 層 効 果 的 な 活動 の 推進 を 図る こと を 目的 と し た フォ ー ラ ム 
を 沿岸 部 で 開催 する こと を 検討 

イ 復興 の 実現 に 向け た オー ル 岩 手 の ネ ットワーク 作り と 情報 発信 の 強化 等 
を 目的 と し て 、 県 内 の 復興 支援 活動 に 係る 必要 な 情報 等 を 網羅 的 に 収集 ・ 蓄 
積 す る シス テム を 検討 。 

[掲載 情報 イメ ー ジ ] 

> 地域 ニー ズ 情 報 (第 災 地 で 必要 と され て いる 支援 情報 の デー タベース ) 
> 活動 支援 情報 (提供 可能 な 支援 リソース の 情報 デー タベース ) 

> 復興 活動 情報 (活動 実績 、 活 動 内 容 等 の 情報 データベース) 















































(3) 企画 委員 会 に よる 企画 ・ 調 整 

宣言 の 実効 性 を 担保 し 着実 に 推進 し て いく た め に 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル の 提示 
し た 方 向 性 に 沿い 、 企 画 委員 会 が 課題 解決 に 向け た 産学 官 そ れ ぞ れ の 具体 的 な 
取組 方 法 、 役 割 分 担 等 を 決定 し 、 実 践 に つなげ て いく 。 




















(4) 部 会 の 活動 

各 作 業 部 会 は 、 第 2 フェ ー ズ 以降 に お いて は いわ て の 復興 と 未来 づく り に 向 
け 、 被 災 地 の 抱え る 緊急 か つ 重 要 な 課題 に 対応 する た め の 活 動 を 行う 。 

また 、 部 会 活動 の 成果 を ラウ ンド テー ブル 、 会 員 に 対し て フィ ー ド バッ ク ・ 
提供 する こと で 、 よ り 効 果 的 な 展開 を 図る 。 









































































































































































































































る 部 会 活動 計画 
部 会 名 (担当 機関 ) 平成 24 年 度 の 主 な 活動 計画 
第 2 作業 部 会 以下 に つい て 、 釜 石 ・ 大 植 地域 と 宮古 地域 を 中 心 に 活動 。 
(岩手 大 学 ) ① 沿 岸 各地 域 に お ける も の づく り 企 業 の 被災 状況 , 市 町 村 と も の づく り 支 援 
セン ター に よる 支援 内 容 、 今 後 の 支 援 に 対す る 要望 に 関す る 調査 
② 各 組織 が 行う 復旧 ・ 復 興 支援 内 容 の HP 公開 
③ 復 興 事 業 ・ 状 況 な ど に 関す る 情報 交換 の 場 の 設定 支援 
④ 補 助 金 申請 支援 
⑤ 各 地域 の 市 町 村 や も の づく り 産 業 支 援 セ ンタ ー な どの 活動 支援 
⑥ 人 材 育成 支援 
⑦ 技 術 開発 支援 
第 4 作業 部 会 新た に 岩 災 復興 に 関わ る 二 つ の 取組 み を 実施 。 
ロロ ーー 」 ぷら ①「 地 域 リ ー ダ ー 像 」 提言 を 活用 し た 人 材 育 成 で 、 昨 年 度 取 り ま と め た 提言 
(岩手 大 学 ) | 
を 元 に 、 被 災 地 に お いて 今 こ そ 求 め ら れる 地域 リー ダー に つい て 地域 住民 



































フロ 

考え る 機会 を 持ち 、 地 域 リ ー ダ ー を 育成 し 輩出 で きる プロ セス を 探究 す 
7 月 5 日 の Kuji café「 地 域 リ ー ダ ー を 考え る 」 を 皮切り に 、 沿岸 に 出 
名 いて 、 車 座 方 式 で 実施 。 
② 高 校生 へ の 「 自 己 実現 」 支援 プロ グラ ム で 、 次 代 を 担う 若者 に 、 起 業 支援 
団体 や 企業 経営 者 、 自 治 体 職員 ら に よる 講演 や 懇談 を 通じ て 、 地 域 と 自分 
の 将来 に つい て 考え る 機会 を 提供 し 、 地 域 へ の 愛着 を 深め 、 復 興 を 支え る 
人 材 の 育成 を 目指 す 。 具 体 的 に は 、 高 校 で の キャ リア 教育 の 一 環 と し て 位 



























































































































































































































































回 ! 




















置 づ け 、 秋 以降 に 受け 入れ 先 の 高校 へ 講師 が 出向 いて 複数 回 実施 。 

第 5 作業 部 会 ①「 住 民 の 社会 的 孤立 の 防止 と コミ ュ ニ ティ 再 構築 」 と いう 被災 地 に お いて 
交際 の 課題 に 対処 する た め に 、 こ れ ま で の 活動 体制 を 組み 替え 、 被 災 地 住 
民 の 孤立 防止 と 生活 支援 型 の コミ ュ ニ ティ づく り を 集中 的 ・ 優 先 的 に 検討 































































































し 提言 。 

② 異変 把握 の 方 策 で ある 「 見 守り 」 を 核 と し 、ICT (情報 通信 技術 ) の 活用 
も 含め て 、 復 興研 究 と し て 昨年 度 か ら 取 り 組 ん で きた 実証 研究 を パイ ロッ 
トス タデ ィ と し て 提言 。 ま た 、 そ れ を 基盤 と し て 、 長 期 的 な 岩手 県 に お け 
る 見 守り と 生活 支援 型 コ ミュ ニテ ィ づ くり の 体制 を 検討 。 







































































部 会 名 (担当 機関 ) 平成 24 年 度 の 主 な 活動 計画 
































公募 型 復興 企画 推 | これ まで の 取組 み を 継続 する と と も に 、 次 の 取り 組み を 行う こと で 「 い わ 
進 作業 部 会 て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 の 輸 を さら に 広げ て いく 。 

"| ① 治 岸 の 市 町 村 や NPO と の ネッ トワ ー ク を 強化 する 。 

(岩手 県 立 大 学 ) | ② 復興 に 向け た 地域 づく り の 動き が 徐々 に 出 て き て お り 、 こ の よう な 動き 
を 横 に 展開 で きる よう 、 よ り 上 流 工 程 で の 支援 を 行う 。 

















































































































































































































観光 作業 部 会 24 年 6 月 か ら 部 会 活動 を 開始 。 具体 的 な 観光 推進 方 策 に つい て 検討 、 取 り 
(岩手 県 商工 会 議 まとめ の うえ 、 作 業 部 会 員 及 び 機 構 会 員 に 協力 と 連携 を 呼び 掛け 、 実 践 に つ 
コーク 下 匠 x HH 扶 
な げ る 。 
所 連合 会 > 融 模 会員 パコ ユン ベン ショ ン を 主 保 的 に 開 人 磯 ・ 、 うぅ に 
特に 、 機 構 会 員 が コン ベン ショ ン を 主体 的 に 開催 ・ 誘 致し て いく よう に 、 
































コン ベン ショ ン 診 致 活動 に よる 復興 支援 に つい て 検討 する 。 

















2 情報 発信 
(1) 会 員 団体 の 総会 等 を 利用 し た 団体 構成 員 等 に 対す る 機構 の 取組 内 容 の 周知 
(2) 機構 だ より の 充実 、 電 子 メ ー ル 等 を 利用 し た 会 員 向 け 情 報 提供 の 強化 
(3) 機構 HP、 い わ て 希望 プラ ザ (アイ ー ナ 3 階 ) の コン テン ツジ 充実 


相 スケ ジュ ー ル 




















主 な スケ ジュ ー ル 概要 
〇 第 1 回 ラウ ンド テー ブル ・24 年 度 の 活動 方 針 の 決定 
時 : 7/13 ( 金 ) 15 : 00 て 15 : 55 ・ 第 2 フェ ー ズ 共同 宣言 の 協議 





会 場 : ホテ ル メ トロ ポリ タン NW 








〇 総会 ・23 年 度 実績 報告 、24 年 度 事業 計画 の 審議 
日 時 : 7/13( 金 ) 16 : 00 て 17 : 25 ・ 岩 手 の 復興 と 未来 づく り に 向け た 共同 宣言 
会 場 : ホテ ル メ トロ ポリ タン NW | ・ 梅 原 愛 雄 氏 に よる 講演 
「 岩 災 復 興 と 未来 さく り ^ 阿 部 千 一 に 見 る 震 災 復興 -」 
































〇 第 2 回 ラウ ンド テー ブル | ・ 復 興 フ ォ ー ラ ム の 開催 
日 時 : 11 月 ・ 活 動 内 容 の 確認 、 修 整 、 追 加 等 
会 場 : 沿岸 地区 を 予定 



































〇 第 3 回 ラウ ンド テー ブル | ・ 活 動 内 容 の 確認 総括 
上 時: 2 朋 ・ 次 年 度 の 活動 に 向け た 提言 
会 場 : 岩手 大 学 ・ 復 興 の 取組 状況 調査 成果 報告 

























































































\ わ て の 復興 と 未来 づく り に 向け た 共同 


平成 23 年 3 月 11 日 の 東日本 大 震 災 津 波 か ら :1 年 4 カ月 が 経過 し まし た 。 

この 間 、 岩 手 県 民 は 総力 を 挙げ で 『 復旧 、 復 興 、 被 災 者 支援 等 に 取り 組ん で きた 
と ころ で あり 、「 い の ち を 守り 海 と 大 地 と 共に 生き る ふる さと 岩手 ・ 三 陸 の 創造 」 
の 実現 に 向け て 一 歩 二 歩 、 着実 歩め で いま す 。 


私 た ちい わ て 未来 づく り 機構 は 各 会 員 が それ ぞ れ の 立場 や 分 野 に お いて 進め て 
きた 復興 へ の 取組 を 一 層 拡 大 し じ 、 オ ー ル 岩手 の 証 民 協 働 の ネッ トワ ー ク と いう 特色 
を 活か し て 共に 手 を 携え 、 よ り 効 果 的 な も の に する と と も に 、 い わ て の 復興 と さら 
に その 先 の 希望 あふ れる 未来 づくり を 成し遂げ る た め に 、 機 構 の 第 2 フェ ー ズ に お 
いて 以下 の 活動 に 総力 を 挙 げ て 取り 組ん で いく こと を 、 こ こ に 宣言 し ます 。 


いわ て の 復興 に 向け た 中 核 と な る 活動 


農 災 復興 に 向け た 活動 の 推進 ~ 沿岸 と 内 陸 が 一 つ に な っ た 岩手 全体 の 復興 へ ~ 
県 民 総 参加 に よる 復興 へ の 動き を 、 各 主体 と 手 を 携え て 強力 に 推進 し ます 。 
うそ れ ぞ れ の 分 野 、 立 場 で の 復興 (支援) 活動 を 更に 進め 、 そ の 情報 を 発信 し て いき まし ょ う 。 


いわ て の 復興 の 象徴 で 希望 あふ れる 未来 の 実現 に 向け た 活動 


2016 いわ て 国体 の 開催 に 向け た 活動 の 推進 
県 民 と の 協 働 を 基本 と する 「 新 し い 岩 手 型 国体 」 の 開催 を 後押し し ます 。 
う 募 金 ・ 協 賛 活動 に 協力 し まし ょ う 。 ボ ラン ティ ア 等 に よ の 運営 に 参画 し まし ょ う 。 


国際 リ ニ A Rh ios 
東北 か ら 新た な 科学 の 世界 を 拓く ILC 計 画 の 実現 と 誘致 に 向け て 取り 組み ます 。 
ララ | L © 計画 に つい て 、 計り)= 層 理 解 を 深め 、 話 致 活動 に 取り 組み ま | 月 


いわ て 三陸 ジオ パー ク の 認定 に 向け た 活動 の 推進 
三陸 の 地質 遺産 を 活用 し た 「 い わ て 三陸 ジオ パー ク 」 の 設定 に 向け て 取り 組み ます 。 
ララ ジオ パー ク に つい て 、 よ り の 一 層 理 解 を 深め まし ょ う 。 


想 いわ て の 復興 と 未来 づくり を 側面 か ら 支 えて いく た め の 活 動 
各 分 野 の 県 民 運 動 組織 と 連携 し な が ら 、 い わ て の 復興 と 未来 づく 。 り の た め の 活 動 を 推進 し ます 。 
文 県 民 が 支え る 地域 医療 体制 づく り に 向け た 取組 「 県 民 み ん な で 支え る 岩手 の 地域 医療 推進 会 議 」 
文 青少年 の 健全 育成 に 向け た 取組 「 岩 手 県 青少年 育成 県 民 会 議 」 
文節 電 等 省エネ ルギー 活動 の 実践 に 向け た 取組 「 温 暖 化 防止 いわ て 県 民 会 議 」 
文 観 光 客 を 笑顔 と ま ざ こ ろ で 迎え る 『 あ な わん 運動 II いわ て デス ティ ネー ショ ン キ ャ ン ペ ー ン 推進 協議 会 」 
文 バ ス 、 鉄 道 等 公共 交通 の 利用 促進 に 向け た 取組 『「 岩 手 県 公共 交通 利用 推進 協議 会 」 
太い わ て 花巻 空港 の 利用 促進 に 出 た 取組 「 岩 手 県 空港 利用 促進 協議 会 」 






























































































































































































































































平成 24 年 7 月 13 日 
いわ て 未来 づく り 機 構 共同 代表 

















いわ て 未来 づく り 機 構 の 推進 体制 に つい て 














現状 と 課題 目指 す 方 向 性 
・ 岩 手 県 内 で 活動 する 組織 の 知恵 と 行動 力 を 結集 bd DN ・ 機 構 の 役割 を 再 確認 し 、 内 外 に 発信 (共同 宣言 な ど ) 
・ 地 域 社会 の 総合 的 な 発展 に 向け オー ル 岩 手 で 取組 み 震 災 か ら の 復興 に が 割 の 変化 ・ 各 団体 の 動き を 共有 化し 、 オ ー ル 岩手 の 取組 を 誘導 
具体 的 に 実 ・ 各 部 会 の 方 訓 a レレ な い ; 実 
具体 的 に 実践 I RO 各部 会 の 方 向 性 を 明確 に し 、 軸 の ブレ な い 活 動 を 実践 
活動 の 経緯 
H19 H20 H21 H22 H23 H24 
7 月 9 2 4 7 12 2 5 9 2 5 11 1 = | 7 11 





設立 準備 b 第 1 フェ ー ズ いわ て の 未来 を 考え る 新た な 仕組 み づ く り 


5 第 2 フェ ー ズ オー ル 岩 手 に よる 
災 と 未来 づ 
ーー 


、 震 災 以降 あり 方 議論 
















3 年 間 の 活動 終了 
岩 災 復興 支援 を テー マ に 継続 一 ) 
3 年 間 の 活動 終了 
あと 2 年 間 活 動 継続 
1 年 休止 











































































































岩手 経済 同友 会 代表 幹事 | 岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 用 | 大 船渡 商工 会 議 所 副 会 頭 岩手 大 学 岩手 県 立 大 学 岩手 県 
岩手 銀行 頭取 高橋 真 裕 副 会 長 谷村 邦久 米谷 春夫 学長 藤井 克己 学長 中 村 鹿 久 知事 達 増 拓也 
に 遇 日 
専務 取締 役 斎藤 政情 | 専務 理事 廣田 | 理事 。 岩 洋明 | i | 下 生 地域 部 部 | 
執行 役員 総合 企画 部 長 | 事務 局 次 長 地域 連携 推進 セン ター 地域 連携 室長 政策 推進 室 調整 臣 
三浦 茂樹 | 猿 川 毅 副 セ ンタ ー 長 小野 寺 純 治 鈴木 清 也 平野 直 
第 1 作業 部 会 (活動 終了 ) || 観光 作業 部 会 (新規 ) | 第 2 作業 部 会 第 5 作業 部 会 | 第 3 作業 部 会 (活動 終了 ) 上 
作業 部 会 と 座長 : 松 本 真一 座長 : 廣 田 専務 理事 座長 : 井山 教授 座長 : 小 川 教授 座長 : 大 平 首 席 ILC 推 進 監 
E コ 定 ・GAP 導 入 セ ミナ ー(H21) ・H24 開 始 "企業 説明 見 学 会 (H20~) ・ 地 域 会 議 の 設立 (H20) ・ 買 うな ら 岩 手 の も の (H22) 
・ 農 商工 連携 セミ ナー(H22) 研究 会 活動 (H21.22) | ・ 黄 金 の 國 フ ェ ア 参 加 (H22) 
| ・ 岩 手 の モ ノ 紹 介 (H22) 
第 4 作業 部 会 公募 型 復興 企画 推進 部 会 
座長 : 後 藤 教授 座長 : 相 澤 理事 長 
※ ラウ ンド テー ブル メン バー の 二 重 枠 囲 い は 、 共 同 代 表 で こと ・ 人 材 シ ン ポ 開催 (H21) ・ 復 興 か け 橋 PJ(H23) 
RT = HI SR - デ ー タ ベー ス 作 成 (H21) . 経 産 省 予算 に よる 海外 展開 
・ 地 域 コ ン ソ と の 連携 (H22) | (H24) | 


























いわ て 未来 づく り 機 構 第 2 作業 部 会 の 実績 報告 ・ 活 動 計画 (24.7.13) 


テー マ : 産業 基盤 の 集積 と 強化 に つい て 
座長 : 井山 俊郎 担当 機関 : 岩手 大 学 








【 報 告 要旨 】 











平成 23 年 度 は , 釜石 ・ 大 稲 地域 と 宮古 地域 に お ける も の づく り 産 業 の 被災 状況 と 
支援 内 容 を 調査 し , 調査 結果 を 下 に 支援 内 容 の 策定 と 被災 市 町 村 ・ 被 災 企 業 を 含 
む 新 組織 を 形成 し た . 平成 24 年 度 は , 平成 23 年 度 に 策定 し た 以下 に 示す 支援 策 
7 項目 に 関し , これ まで 第 2 作業 部 会 を 構成 する 各 組 織 で 行わ れ た 内 容 と 今後 行 
う 予 定 の 内 容 を 調査 し , 互い に 連携 し て , 釜石 ・ 大 梓 地 域 と 宮古 地域 を 中 心 に , 
具体 化 可 能 な 内 容 か ら 実 施す る . 
1) 沿岸 各地 域 に お ける も の づく り 企 業 の 被災 状況 , 市 町 村 と も の づく り 支 援 セ ン 






























































ター に よる 支援 内 容 , 今後 の 支援 に 対す る 要望 に 関す る 調査 
2) 各 組 織 が 行う 復旧 ・ 復 興 支 援 内 容 の HP 公開 
3) 復興 事業 ・ 状 況 な ど に 関す る 情報 交換 の 場 の 設定 支援 
4) 補助 金 申請 支援 
5) 各地 域 の 市 町 村 や も の づく り 産 業 支 援 セ ンタ ー な どの 活動 支援 
6) 人 材 育 成 支援 
7) 技術 開発 支援 




















1 . 開催 実績 等 





第 22 回 (平成 24 年 4 月 25 日 ) : も の づく り 産 業 の 復旧 ・ 復 興 支 援 に 対す る 事 
業 内 容 に つい て の 対応 と 問題 に つい て 








2. 検討 内 容 ( 主 な 議論 ) 





(1) 事業 内 容 に つい て の 対応 と 問題 点 に 関す る 情報 交換 と 議論 
1) 沿岸 各地 域 に お ける も の づく り 企 業 の 被災 状況 , 市 町 村 と も の づく り 支 援 セ ン 
ター に よる 支援 内 容 , 今後 の 支援 に 対す る 要望 に 関す る 調査 
手 県 沿岸 広域 振興 局 な ど が 行っ た も の づく り 企 業 の 震 災 か ら 復 旧 状 況 に 関 
する 調査 情報 の 報告 (地域 や 企業 間 に お ける 復旧 状況 の ば ら つ き ) 
・ グ ルー プ 補 助 金 を 利用 し た グル ー プ 企業 間 の 復旧 進展 状況 の 相違 と 進展 が 遅 
れ て いる 企業 の 問題 
・ 各 組織 所 属 の コー ディ ネー ター 間 の 情報 交換 ・ 連 携 の 必要 性 
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2) 各 組 織 が 行う 復旧 ・ 復 興 支 援 内 容 の HP 公開 
・ 岩 手 県 工業 技術 セン ター, いわ て 産業 振興 セン ター 以外 の 情報 の 集約 
・ も の づく り イ ノ ベ ー シ ョ ン 協 議会 に 対す る HP 公開 の 協力 要請 











3) 復興 事業 ・ 状 況 な ど に 関す る 情報 交換 の 場 の 設定 支援 
・ 沿 岸 地域 複数 市 町 村 で の 作業 部 会 の 開催 











4) 補助 金 申請 支援 
・ 補 助 金 等 獲得 後 の 支 援 フ ォ ロ ー ア ッ プ の 必要 性 
・ 補 助 金 申請 の た め , コー ディ ネー ト 業 務 を 推進 で きる コー ディ ネー ター の 育 
成 と 役割 強化 の 必要 性 
・JST 事業 な どの 復興 支援 策 を 活用 し た 補助 金 の 積極 的 な PR と 活用 推進 



































5) 各地 域 の 市 町 村 や も の づく り 産 業 支援 セン ター な どの 活動 支援 
・ 釜 石 ・ 大 植 地 域 産 業 育 成 セ ンタ ー 復 旧 ・ 復 興 の た め , 未来 づく り 機 構 な ど を 
活用 し た 支援 策 の 必要 性 
・ 宮 古 ・ 下 閉 伊 も の づく り ネ ットワーク と 宮古 産業 支援 セン ター の 連携 の 必要 
性 
・ 宮 古 ・ 下 閉 伊 も の づく り ネ ットワーク の 第 2 作業 部 会 へ の 参加 の 必要 性 








6) 人 材 育 成 支援 
・ 技 術士 会 や 第 4 作業 部 会 と の 連携 事業 の 模索 


7) 技術 開発 支援 
コー ディ ネー ター の 活動 内 容 や 得意 分 野 な どの リス ト 作 成 の 必要 性 
・JST 補助 金 の 活用 



































3. 平成 24 年 度 の 活動 計画 





1) 平成 24 年 7 月 6 日 ( 金 ) に 、 第 23 回 第 2 作業 部 会 を 宮古 市 で 開催 予定 





(2) 7 事業 の 推進 

a お ける も の づく り 企 業 の 被災 状況 , 市 町 村 と も の づく り 支 援 セ 
ンタ ー に よる 支援 内 容 , 今後 の 支援 に 対す る 要望 に 関す る 調査 

2) 各 組 織 が 行う 復旧 ・ 復 興 支 援 内 容 の HP 公開 

3) 復興 事業 ・ 状 況 な ど に 関す る 情報 交換 の 場 の 設定 文 援 

4) 補助 金 申 請 支 援 

5) 各地 域 の 市 町 村 や も の づく り 産 業 支援 セン ター な どの 活動 支援 

6) 人 材 育 成 支援 

7) 技術 開発 支援 



































(1) 活動 に お ける 課題 
・ 被 災 地 域 の 地域 事情 や 復旧 ・ 復 興 状況 に よる 要求 事項 変化 へ の 柔軟 な 対応 
・ 活 動 費 の 財源 








(2) 機構 会 員 な ど 他 の 主体 と 連携 し た いこ と ・ 期 待 す る こと 
・ 作 業 部 会 会 員 に よる 強力 な 協力 体制 の 構築 


(3) その 他 








いわ て 未来 づく り 機 構 第 4 作業 部 会 の 実績 報告 ・ 活 動 計画 (24.7.13) 


テー マ : 地域 力 を 支え る 人 材 育成 
座長 : 後藤 尚 人 担当 機関 : 岩手 大 学 








【 報 告 要 計 】 

本 年 度 は 、 従 来 か ら の 活動 (人 材 育成 デー タベース 、 地 域 づ くり 活動 in 八幡 平 市 、Kuji cafe) 
を 継続 ・ 発 展 さ せる と 共に 、 新 た に 岩 災 復興 に 関わ る 二 つ の 取組 み を 実施 する 。 

その 一 つ は 、 「 地 域 リ ー ダ ー 像 」 提言 を 活用 し た 人 材 育 成 で 、 昨 年 度 取 り ま と め た 提言 を 元 に 
疲 災 地 に お いて 今 こ そ 求 め ら れる 地域 リー ダー に つい て 地域 住民 と 考え る 機会 を 持ち 、 地域 リー タ 















































































































































ー を 育成 し 輩出 で きる プロ セス を 探 完 する 。 7 月 5 日 の Kuji cafe「 地 域 リ ー ダ ー を 考え る 」 を 放 
( 





切り に 、 沿 岸 に 出向 いて 、 車 座 方 式 で 実施 する 。 

も う 一 つ は 、 高 校生 へ の 「 自 己 実 現 」 SS 次 代 を 担う 若者 に 、 起 業 支 援 団体 や 企 
業 経営 者 、 自 治 体 職 員 ら に よる 講演 や 鶏 火 を 通じ て 、 地 域 と 自分 の 将来 ( こつ いて 考え る 機会 を 提供 
し 、 地 域 へ の 愛着 を 深め 、 NN 育成 を 目指 す 。 具 体 的 に は 、 高 校 で の キャ リア 教育 
一 環 と し て 位置 づけ 、 秋 以降 に 受け 入れ 先 の 高校 へ 講師 が 出向 いて 複数 回 実施 する 。 












































































































































































































































_1. 開催 実績 等 es ee 
第 22 回 : 平成 24 年 5 月 8 日 昨年度 活動 実績 と 今年 度 活動 計画 に つい て 





















































a 5 
た 。 そ の 後 、 機 構 の 取り 組み 全般 に 関し て 意見 交換 を 行っ た と ころ 、 以 下 の よ うな 意見 が 出さ 
れ た 。 
・ 今 年度 は 、 オ ー ル 岩手 で の 取り 組み と し て 、 改 め て 岩 災 復興 に 取り 組む こと を 示し た い 。 
・ 機 構 と 作業 部 会 が 同じ 方 向 を 向い て 活動 を 行う よう に 配慮 し た い 。 
・ 機構 に は 55 の 団体 等 が 会 員 と し て 名 を 連ね て いる が 、 そ の 団体 等 の 下 に 多く の 企業 が 加盟 
等 し て いる の で 、 そ れ を 考え る 1 千 を 超え る 企業 等 が 機構 の 会 員 と 考え られ る 。 会 員 に 「 機 
構 の メン バー だ 」 と いう 意識 を 持っ て も ら う た め に も 、 各 団体 等 の 会 合 に 参加 し て 機構 の 活 
動 を 紹介 知っ て も らい た い 。 
・ILC 招致 や 国体 開催 な どの 課題 に 対し て は 、 震 災 復 興 の 取り 組み の 一 つと し て 機構 で 取組 ん 
で いき た い が 、 そ れ ぞ れ の 課題 に 対応 する た め の 組 織 が で き て いる の で 、 そ の サポ ー ト を 機 
構 が 行っ て いけ れ ば 良い の で は な いか 。 
0 と に 関連 し て 、 県 内 交通 機関 や 観光 地 の 外 国人 観光 客 へ の 対応 
が 不 十 分 に 感じ る (外国 語 (中 ・ 韓 ) で の 案内 の 不足 、 外 国語 で の 説明 は あっ て も 内 容 が 不 
i 
・8 月 、9 月 に 盛岡 を 会 場 に 大 き な フ ォ ー ラ ム 等 の 開催 が 予定 され て いる が 、 イ ベン ト 開 催 に 
関し て 、 他 団体 等 で 同様 の イベ ント を 同じ よう な 時 期 に 開催 する こと が ある の で 、 機 構 が 、 
団体 等 間 の 横 の つなが り (情報 共有 ) を 持つ 場 に な れれ ば いい の で は な いか 。 







































































3. 平成 24 年 度 の 活動 計画 




















キキ 民 
と 共に 考え る 機会 を 設け 、 自 治 体 等 の 協力 を 得 な が ら 、 沿 岸 及び 内 陸 で 座談 会 ( 小 人 数 で の 
意見 交換 ) を 複数 回 実施 する 。 
座談 会 に は 本 作業 部 会 メン バー が 進行 及び 話題 提供 役 と し て 2~3 名 参加 (旅費 は 大 学 負担 
で 部 会 メン バー を 産学 官 に 区 分 し 、 各 1 名 が 参加 ) する 形 を 考え て いる 。 
初回 は 、7 月 5 日 ( 木 ) に 入 慈 市 グラ ンド ホテ ル に お いて 、「 地 域 リ ー ダ ー 像 を 考え る 」 と 
題し て 今年 度 第 1 回 の Kuji cafe を 開催 し 、 後 藤 座 長 、 村 田 エ フエ ム 岩 手 代 表 取 締 役 社長 、 山 
岩手 大 学 工学 部 准 教授 (INS 事 務 局 ) が 本 作業 部 会 か ら 話 題 提供 者 と し て 参加 する 。 






































































































































(2 ) 人 材 育 成 デ ー タ ベー ス よ る 復興 に 向け た 人 材 育成 プロ グラ ム へ の 支援 
平成 22 年 3 月 公開 の 「 人 材 育 成 デ ゲー タベース 」 は 、 公開 以降 、 継 続 的 に 機能 強化 し て いる 
と ころ で ある が 、5^6 月 に 各 機 関 等 に デー タベース へ の 登録 及び アン ケー ト へ の 回 答 を 依頼 


し 、 約 50 機関 ・ 団 体 か ら ご 回 答 を いた だ き 、 現 在 、 デ ー タ ベー ス の 登録 作業 を 行っ て お り 、 
7 月 上 旬 に は 次 録 を 終了 する 予定 で ある 。 


























(3) 地方 自治 体 と の 人 材 育成 事業 の 共同 実施 


久慈 市 と の 「Kuji cafe (地域 を 支え る 若手 人 材 育 成 事 業 )」、 八 幡 平 市 と の 「 地 域 づ くり 活 
動 in 八幡 平 市 (中 山間 地域 の 振興 と いわ て 高等 教育 コン ソー シア ム 学 生 の 教育 を 目的 と す 
る 事業 )」 を 継続 する と 共に 、 そ の 他 の 自治 体 と の 事業 実施 に 向け て 検討 し 、 提 案 等 行う 。 
「Kuji cafe」 は 上 記 (1) で 述べ た と お り 7 月 に 今年 度 第 1 回 を 開催 する 。 ま た 、「 地 域 
づく り 活 動 in 八幡 平 市 」 は いわ て 高等 教育 コン ソー シア ム ょ 構成 校 の 学生 12 名 が 参加 し 、 人 
幡 平 市 舘 市 地区 で 活動 を 行う 。 









































































































































(4) 高校 生 へ の 「 自 己 実現 」 支 援 プ ログ ラム (仮称 ) の 実施 

被災 地 の 復 興 に つなが る 活動 と いう こと で 、 沿 岸部 の 高校 生 を 対象 に 、 起 業 支援 団体 の 理 
事 に よる 講演 や 沿岸 部 で 活躍 する 中 小 企業 経営 者 、 自 治 体 職 員 等 と の 懇談 を 通じ て 、 沿 岸部 
の 高校 生 の 将来 へ の 不安 を 軽減 し て 、 早 期 に E め る こと が で きる よう に 支援 する も の で 、 
選 


こ 目 標 を 
を 深め 、 復 興 を 支え る 若手 人 材 を 育成 する こと を 
目 指す 。 














































































































EE 用 の ミス マッ チ 軽 減 や 参加 者 の 地域 へ の 愛 
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現在 は 、 関 係 機関 と 実施 に 向け て 、 調 整 を 行っ て お り 、 今 年 度 後半 の 開催 を 


また 、 今 年 度 は パイ ロッ ト 的 に 実施 する が 、 次 年 度 以降 は 沿 
も 視野 に 入れ て いる 。 








目指 し て いる 。 
部 だ け で な く 、 内 陸 部 で の 実施 

















(4) その 他 


本 作業 部 会 は 「5 年 」 を 目処 に 活動 し て お り 、 今 年 度 は その 最終 年 度 に あたる 。 
つい て は 、 こ れ ま で の 活動 の 総括 と 今後 の 方 向 性 等 に つい て 検討 を 行い 、 RT の 場 で 報告 す 
る 。 





























4. 活動 に お ける 課題 等 
( 1) 活動 に お ける 課題 
本 作業 部 会 の 活動 成果 が 県 全体 に 波及 し て いる と は 言い 難い 状況 で ある 。 こ れ ま で は 、 成 
果 を 岩手 全体 の 発展 に どう 繋げ る か を 十分 に 検討 し な いま ま に 活 動 を 行っ て いた た め 、 今 入 
は 、 そ の 点 も 踏ま えて 個々 の 活動 計画 を 立案 する よう に し た い 。 
























































(2) 機構 会 員 な ど 他 の 主体 と 連携 し た いこ と ・ 期 待 す る こと 

人 材 育 成 デ ー タ ベー ス の 充実 に は 、 多 く の 人 材 育 成 プ ログ ラム (研修 等 ) の 情報 が 登録 さ 
れ て いる こと 、 つ まり 、 各 機関 か ら の 情報 提供 な し に は 成 し 得 な いこ と か ら 、 一 層 の ご 協力 
を お 願い し た い 。 
また 、 各 機関 に お いて リー ダー 育成 を 考え る 際 に 、「 地 域 リ ー ダ ー 像 」 提 言 を 活用 し て い 
た だ く と 共に 、 リ ー ダ ー 育 成 を 目的 に 研修 や シン ポジ ウム 等 の 開催 を 検討 され て いる 機関 等 
は 本 作業 部 会 に も お 声 掛 けい た だ きた い 。 











































































































(3) その 他 

未来 づく り 機 構 の 活動 が 5 年 目 を 迎え 、 設 立 当初 の 作業 部 会 すべ て が 、 ま と め の 時 期 を 迎 
えた こと に な る 。 名 前 だ け の 参加 に c な っ て いる 機関 等 も ある よう に 思わ れる こと か ら 、 活 動 
内 容 の 選択 と 集中 を 行い 、 オ ー ル 岩手 で 取り 組む べき 課題 等 を ラウ ンド テー ブル 等 の 場 で 示 
すこ と が 必要 だ と 考え る 。 







































































いわ て 未来 づく り 機 構 第 5 作業 部 会 の 実績 報告 ・ 活 動 計画 (24.7.13) 


テー マ : 見 守り を 核 と し た 被災 地 の 生 活 支援 型 コ ミュ ニテ ィ づ くり 
座長 : 小川 晃子 担当 機関 : 岩手 県 立 大 学 








【 報 告 要旨 】 

被災 地 に お いて は 、 住 民 の 社会 的 孤立 の 防止 と コミ ュ ニ ティ 再 構築 が 喫 吐 の 課題 
と な っ て いる 。 本 部 会 は 、 こ の 問題 に 対処 する た め に これ まで の 活動 体制 を 組み 替 
え 、 被 災 地 に お ける 住民 の 孤立 防止 と 生活 支援 型 の コミ ュ ニ ティ づく り を 集中 的 ・ 
優先 的 に 検討 し 提言 する も の で ある 。 


その 際 に は 、 異変 把握 の 方 策 で ある 「 見 守り 」 を 核 と し 、ICT (情報 通信 技術 ) の 
活用 も 含め て 、 復 興研 究 と し て 昨年 度 か ら 取 り 組ん で きた 実証 研究 を パイ ロッ トス 
タデ ィ と し て 提言 する 。 ま た 、 そ れ を 基盤 と し て 、 長 期 的 な 岩手 県 に お ける 見 守り 
と 生活 支援 型 コ ミュ ニテ ィ づ くり の 体制 を 検討 する 。 








ニニ 


平成 23 年 度 は 、 東日本 大 震 炎 に 伴う 各所 属 で の 活動 を 優先 し た こと か ら 、 部 会 と 
し て の 活動 実績 は あり ませ ん 。 























2. 検討 内 容 ( 主 な 議論 
活動 実績 が な か っ た こと か ら 、 部 会 と し て の 検討 は 行っ て お り ま せん 、 
な お 、 平成 24 年 度 に 座長 が 交代 する こと と 併せ 、 震 災 か ら の 復興 と いう 視点 に 立 


っ た 部 会 活動 の あり 方 に つい て 担当 機関 等 に お いて 検討 を 行っ た と ころ で す 。 
































3. 平成 24 年 度 の 活動 計画 





















































岩手 県 立 大 学 地域 政策 研究 セン ター 地域 協 働 研究 に 申請 し て いる 「 見 守り 」 
を 核 と する 1I C 芽 を 活用 し た 医療 ・ 福 祉 連携 策 の 検討 ] プ ロジ ェクト (代表 者 
小川 晃子 ) を ワー NA EAN A 
た 復興 研究 「 被 災 地 に お ける ICT を 活用 し た 生活 支援 型 コ ミュ ニテ ィ づ くり 」 
プロ ジェ ク > ロッ トス タデ ィ と し て 位置 づけ 活用 する 。 

この プロ ジェ クト メン バー に 数 名 の 研究 者 を 加え 、 岩 手 県 保健 福祉 部 、 及 び 
岩手 県 社会 福祉 協議 会 を 加え た 研究 会 を 開催 し 検討 する 。 























































































































(2) 検討 内 容 
上 記 体 制 で 、 以 下 の 4 点 を 実施 する 。 
① 被災 地 に お ける 社会 的 孤立 と コミ ュ ニ ティ づく り に お ける 問題 を 整理 
② 被災 地 に お ける 社会 的 孤立 と コミ ュ ニ ティ づく り に 関す る パイ ロッ ト 的 な 
取り 組み の 検証 
③ 被災 地 に お ける 社会 的 孤立 と コミ ュ ニ ティ づく り に 関す る 中 間 的 提言 






































4. 活動 に お ける 課題 等 


1) 活動 に お ける 課題 
岩手 県 内 の 研究 機関 、 医 療 ・ 福 祉 機関 、 職能 団体 等 と の 連携 が 課題 で ある 。 
























































w 
ke 





隊 構 会 員 な ど 他 の 主体 と 連携 し た いこ と ・ 期 待 す る こと 
究 機 関 。 医 療 ・ 福 祉 機関 、 職 能 団 体 等 と 連携 し 、 岩 手 県 に お ける 実現 性 と 
持続 可能 性 の 高い 方 策 を 提言 し た い 。 

















ご 











(3) その 他 








いわ て 未来 づく り 機 構 公募 型 復興 企画 推進 作業 部 会 


の 実績 報告 ・ 活 動 計画 (24.7.13) 


テー マ : いわ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト の 推進 
座長 : 相 澤 徹 担当 機関 : 岩手 県 立 大 学 








【 報 告 要 則 】 
公募 型 復興 企画 推進 作業 部 会 で は 、 平 成 23 年 12 月 18 日 か ら 「 い わ て 三陸 復興 
の か け 橋 プロ ジェ クト 」 を スタ ー ト させ 、 こ れ ま で 次 の と お り 提 案 を 受け 、 マ ッ チ 
NG 
【 企 案 型 】 10 件 マッ チン グ 4 件 


本 18 件 マッ チン グ 8 件 
今年 度 は 、 こ れ ま で の 取組 み を 継続 する と と も に 、 次 の 取り 組み を 行う こと で 「 い 
わ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 の 輪 を さら に 広げ て いく こと と する 。 
① 沿岸 の 市 町 村 や NPO と の ネッ トワ ー ク を 強化 する 。 
② 復興 に 向け た 地域 づく り の 動き が 徐々 に 出 て き て お り 、 こ の よう な 動き を 横 
に 展開 で きる よう 、 よ り 上 流 工 程 で の 支援 を 行う 。 








_1. 開催 実 績 等 














































































































































































































第 1 回 : 平成 23 年 10 月 28 日 : いわ て 公募 型 復興 企画 (仮称 ) の スキ ー ム 及び ワー クシ ョ ッ ン 
プ の 基本 方 針 に つい て 検討 

第 2 回 : 平成 23 年 11 月 18 日 : いわ て 公募 型 復興 企画 (仮称 ) の 進め 方 及び ワー クシ ョ ッ プ 
の 開催 に つい て 検討 

平成 23 年 12 月 18 日 : 第 1 回 ワー クシ ョ ッ プ 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 を 開催 

平成 23 年 12 月 18 日 : いわ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト の 提案 募集 開始 

平成 24 年 2 月 18 日 : 第 2 回 ワー クシ ョ ッ プ 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 を 開催 

第 3 回 : 平成 24 年 3 月 12 日 : 平成 23 年 度 の 実績 及び 平成 24 年 度 活動 旋 針 に つい て 検討 






































2. 検討 内 容 ( 主 な 議論 ) 


(1) 公募 型 復 興 企画 推進 作業 部 会 の 設置 趣旨 
・ 東日本 大 震 災 津波 か ら の 復旧 ・ 復 興 は 、 国 や 自治 体 等 に よる 取組 み に 期 待 さ れる と ころ 

が 大 きい が 、 公 的 取組 み だ け で は 、 地 域 及 び 個 人 へ の 目配り に 欠け る 部 分 が 出 て 、 地 域 の 

NM ) で ある 。 

この た め 、 国 内 外 に 存在 する 多く の 知恵 (アイ ディ ア ) が 詰まっ た 、 復 興 の た め の 先 駆 

の 民間 が 支援 し 、「 地 域 の 主体 性 」 「 地 

域 の 自立 」「 人 と 人 の つなが り 」 を 大 切 に し た 取組 み を 進め る 。 






































































































































































































































(2) いわ て 三陸 復興 の か け 橋 の スキ ー ム 等 
① プロ ジェ クト の 趣旨 
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地域 主導 に よる 復 


則 





画 の 公 盟 























企 

・ 地域 の 人 々 、 企 業 の 
実現 

② プロ ジェ クト の 概要 
ァ 














思い と 行動 を 国 





イ 作業 部 会 及び 県 
ウ 機構 で 
































エ プロ ジェ クト は 


③ 募集 概要 


Ti 


ココ 外 の 有 



















































































内 外 の 専 


























いわ て 復興 支援 ポー タル サイ ト を 通じ て 復興 支援 の ニ 
識者 に よる 助言 に 


























と 国内 外 か ら の 支援 の 呼 込み 


門 家 や 支援 者 が 支え る 「 共 助 の 付 




















平成 25 年 度 未 まで 継続 し て 実施 する 。 





ズ や 提案 を 募 
より ブラ シュ アッ プ を 行う 
は 、 関 係 団体 等 の 協力 を 得 な が ら 実 行 を 支援 (マッ チン グ ) する 。 





fi 


上 組み 」 の 























【 募 集 内 容 】 企画 提案 型 提案 と ニー ズ 型 提案 の 2 つの 区 分 
【 募 集 対 象 者 】 原則 と し て 政府 、 地 方 自治 体 、NPO、 公 益 法人 、 団 体 、 民 間 企 業 及 び 個 
人 (国内 外 を 問わ な い ) 
④ 提案 等 の 実績 (平成 24 年 6 月 25 日 現在 ) 
【 企 画 提案 型 】 10 件 うち マッ チン グ 4 件 
【 ニ ー ズ 型 】 18 件 うち マッ チン グ 8 件 
【 そ の 他 】 2 件 県 の 担当 課 へ 情報 提供 2 件 
※ マッ チン グ 件 数 に は 、 マ ッ チ ング 支援 を 継続 し て いる も の を 含む 。 
(3) ワー クシ ョ ッ プ 開催 に つい て 
いわ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト の 周知 及び 復興 を 担う 人 材 育 成 を 目指 し て ワー 


クシ ョ ッ プ を 開催 し た 。 
① ワー クシ ョ ッ プ の 目的 



































者 ) が それ に 気づき 、 自 ら が 開か れ た 復興 に 


ワー クシ ョ ッ プ を 通じ て 、 












































真 の 復興 に つなが る 素材 を 発 























・ 真 の 復興 の た め に は 「 地 域 の 自立 性 を 回 復 す る 、 自 ら 考 え 
性 を 養う 」 こ と が 必須 で ある こ NN 














判断 する 、 地 域 社会 の 多層 
く 





これ ら に ワー クシ ョ ッ プ の 参加 者 (被災 





























取り 組ん で いく きっ か け を 創る 
きき 見 し 、 い わ て 三 































































































陸 復興 の か け 








橋 プ ロジ ェクト に つなげ る 。 
いわ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト の マッ チン グ を 促進 する た め の ネ ットワーク 
を 形成 する 。 
② 講師 等 
平田 オリ ザ 氏 (演劇 家 。 大 阪 大学 コミ ュ ニ ケー ショ ン デ ザイ ン ・ セ ンタ ー 教 授 ) 
③ 日 時 等 
第 1 回 12 月 18 日 (日 ) 県立 大 学 宮古 短期 大 学部 で 実施 【 参 加 者 110 名 】 
第 2 回 2 月 19 日 (日 ) 沿岸 広域 振興 局 大 会 議 室 で 実施 【 参 加 者 65 名 】 
3. 平成 24 年 度 の 活動 計画 


回 | 





成 24 年 度 の 活 
み を 行う こと で 「 


動 は 、 











‘ わ て 三 





























平成 23 年 度 の 取り 組み を 継続 する こと を 基本 と し て 、 次 の 


肥 り 組 








陸 復 興 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 の 輸 を さら に 広げ て いく こと と すず す 








① 治 岸 の 市 町 村 や NPO と の ネッ トワ ー ク を 強化 し 、 支 援 ニ ー ズ の 掘り 起こ し と 、 よ り 上 流 
工程 で の 支援 を 目指 す 。 

② 人 材 育成 に つなが る ワー クシ ョ ッ プ を 沿岸 部 の 団体 等 と 連携 し て 開催 する (2 回 程度 ) 
県 外 企業 へ の 働き か け の 強化 する 

③ 治 岸部 で は 、 復興 に 向け た 地域 づく り の 動き が 徐々 に 出 て き て お り 、 こ の よう な 動き を 横 
に 展開 で きる よう に 支援 する 

※ 上 記 の 取り 組み に あたっ て は 、 い わ て 未来 づく り 機 構 他 2 社 で 実施 する 「 被 災 地 に お け 
る 伝統 工芸 品 等 を 活用 し た クー ル ・ ジ ャ パン 海外 展開 事業 (経済 産業 省 補助 事業 ) を 活用 


する も の 。 















































































































































4 . 活動 に お ける 課題 等 
(1) 活動 に お ける 課題 
被災 地 に お ける 復興 支援 ニー ズ の 掘り 起こ し 及び 県 内 外 か ら の 支援 者 の 発 損 



































(2) 機構 会 員 な ど 他 の 主体 と 連携 し た いこ と ・ 期 待 す る こと 
会 員 及 び 会 員 に 所 属す る 企業 等 か ら 復 興 支 援 ニ ー ズ や 支援 者 の 情報 を 提供 いた だ きた い 。 


> 





























(3) その 他 











『 被 災 地 の 伝統 工芸 品 等 を 活用 し た クー ル ・ ジ ャ パン 海外 展開 事業 』 の 概要 


1 実施 期間 
平成 24 年 3 月 ~ 平 成 25 年 3 月 
2 実施 主体 
いわ て 未来 づく り 機 構 、 岩 手 県 産 (株 ) 、( 株 ) 編集 工学 研究 所 で 構成 され る コ 
ン ソ ー シ ア ム (コン ソー シア ム 代 表 : 岩手 県 産 帆 ) 【 経 済 産業 省 補助 事業 】 
3 事業 概要 
(1) 海外 に 展開 する 岩手 県 産品 の 公募 ・ 選 考 【 い わ て 未来 づく り 機 構 】 
いわ て 未来 づく り 機 構 の ポー タル サイ ト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 を 活用 
し て 、 県 内 の 工芸 品 ・ 食 材 ・ 食 品 等 を 公募 し 、 必 要 に 応じ て ブラ ッシュ アッ プ 
や 支援 者 と の マッ チン グ 。 (5/21 公募 開始 ) 
(2) テス トマ ー ケ ティ ング 及び ビジ ネス マッ チン グ の た め の PR 
(1) で 選考 され た 商品 に つい て 、 復興 と の 関係 、 歴史 ・ 文 化 等 の 背景 (クー ル 
ジャ パン 的 視点 ) 等 を 関連 づけ た 上 で 、WEB の コン テン ツ を 作成 。 
(3) テス トマ ー ケ ティ ング 及び ビジ ネス マッ チン グ へ の 参加 
過去 に 参加 実績 の ある 海外 フェ ア 等 を 中 心 に 、 主 に 中 国 で の マッ チン グ 機 会 
を 得る た め に 海外 フェ ア ・ 展 示 会 へ 参加 。 (10 カ所 出展 を 予定 ) 
(4) ビジ ネス モデ ル に お ける 成果 の 取り まとめ 
(2) の Web サイ ト ア クセ ス 分 析 、 商品 発掘 の 有効 性 の 検証 を 通じ て 、 ク ー ル ・ 
ジャ パン の コン セプト を 活用 し た PR の 有効 性 等 を 検証 。 
また 、 県 産品 の 海外 向け 販売 に 向け た ノウ ハウ ・ 実 例 を 踏ま えて 、 海 外 展開 
する 際 の 指針 や 方 法 を 取り まとめ 、 今 後 の テ キス ト と し て 活用 。 
4 出展 予定 の 海外 商談 会 等 
ジャ パン ・ エ キス ポ (フラ ンス 、/7 月 ) 
ギフ トシ ョ ー in 上 海 (中 国 ・ 上 海 、8 月 ) 
香港 フー ド エ キ スポ (香港 、8 月 ) 
北京 デザ イン ウィ ー ク (中 国 ・ 北 京 、9 月 て 10 月 ) 
大 連中 日 買 易 投資 展示 商談 会 (中 国 ・ 大 連 、10 月 ) 
みち の くく フェア (シンガポ ー ル 、12 月 頃 ) な ど 


OOOOOO 


5 募集 要項 等 
「 いわて 三陸 復興 の か け 橋 」 ポー タル サイ ト 
( http://www. iwatemirai. com/fukkou/ ) か ら ア クセ ス 願 いま す 。 


いわ て 未来 づく り 機 構 観光 振興 部 会 の 実績 報告 ・ 活 動 計画 (24.7.13) 
テー マ : 岩手 県 の 観光 を 推進 する アク ショ ンプ ラン 
座長 : 廣田 淳 担当 機関 : 岩 手 県 商工 会 議 所 連合 会 


【 報 告 要旨 】 
6 月 か ら 部 会 活動 を スタ ー ト し 、 来 年 2 月 に 予定 され て いる 第 3 回 ラウ ンド テー ブル を 視野 に 入 
れ て 活動 し て 参り た い 。 


部 会 で は 、 必 要 に 応じ 外部 の 専門 家 等 を 講師 に 招き 、 情 報 の 収集 と 論点 の 整理 に 当たる 。 


作業 部 会 の 活動 の 方 針 と し て は 、 平 成 22 年 3 月 に 岩手 県 で 『 み ちの く 人 岩手 観光 立 県 基本 計 
画 」 を 策定 し 、5 か 年 の 事業 を 展開 し て お り 、 作業 部 会 で は 、 具 体 的 な 観光 推進 方 策 に つい て 
検討 の 上 、 ま と め る こと と し 、 そ の 提案 を 作業 部 会 員 を は じ め 「 い わ て 未来 づく り 機構 の 構成 団 
体 」 に 協力 と 連携 を 呼び か け 、 実 践 に つなげ る 活動 と する 。 


特に 、 い わ て 未来 づく り 機構 の 構成 団体 が コン ベン ショ ン を 主体 的 に 開催 ・ 誘 致し て いく よう 
に 、 コ ン ベ ン ショ ン 誘 致 活動 に よる 復興 支援 に つい て も 検討 し て いく 。 


1. 開催 実績 等 





第 1 回 : 平成 24 年 6 月 8 日 : 観 光 振興 の 取組 状況 と 部 会 の 取組 方 針 に つい て 





第 2 回 : 平成 24 年 7 月 3 日 : 検 討 ス ケ ジ ュ ー ル と 観光 に よる 復興 支援 





2. 検討 内 容 ( 主 な 議論 ) 





平成 24 年 2 月 27 日 平成 23 年 度 第 3 回 ラウ ンド テー ブル に て 観光 作業 部 会 の 設置 及び 担当 機 
関 が 決 定 さ れ た 。 


2 岩手 県 政策 地域 部 と の 打ち 合わ せ テー マ の 絞り 込み の 必要 性 等 に つい 
て 協議 。 

平成 24 年 4 月 4 日 岩手 県 政策 地域 部 、 観 光 課 と の 打ち 合わ せ 作業 部 会 の 方 針 と 方 向 性 、 活 
動 内 容 等 に つい て 協議 。 


以降 、 作 業 部 会 の 活動 内 容 、 組 織 体制 等 に つい て 検討 し た 。 





(1⑪) 作 業 部 会 の 活動 方 針 


岩手 県 で は 、 民間 か ら の 提言 を 取り 入れ 、「 み ちの < 岩手 観光 立 県 基本 計画 」 を 策定 し 、25 年 
度 ま で を 計画 期間 と し て 具体 的 な 取り 組み を 展開 し て いる こと か ら 、 こ れ ら の 取り 組み を 補う 形 
で の 活動 を 検討 する 。 
具体 的 に は 
① コン ベン ショ ン 誘 致 活動 に よる 復興 支援 

MICE の 具体 的 な 展開 

M:Meeting 企業 の ミー ティ ング 

Iincentive(Travel) 企業 が 従業 員 や 代理 店 等 の 表彰 や 研修 な どの 目的 
で 実施 する 旅行 の こと 

C:Convention 国際 団体 、 学 会 、 協 会 が 主催 する 総会 、 学 術 会 議 

E:Event/Exhibition 文化 ・ ス ポー ツイ ベン ト ・ 展 示 会 ・ 見 本 市 


② ポス ト DC を 見 据え た 継続 的 ・ 具 体 的 な 観光 振興 
継続 的 な 組織 、 キ ャ ン ペ ー ン 、 平 泉 の 継続 的 な PR と 被災 地 の 復興 


③ 県 北 観光 の 振興 
食 と 体験 型 観光 の 促進 や グリ ー ン ・ ツ ー リ ズム の 普及 促進 


上 述 に 加え 、 企 業 ・ 工 場 誘致 が 交流 人 口 拡 大 に つなが る 。 情報 発信 の 強化 。 修 学 旅行 の 誘致 
等 を 材料 と し て 検討 し て いく こと と する 。 


3. 平成 24 年 度 の 活動 計画 
具体 的 検討 を 進め 、 年 度 内 に 一 定 の 方 向 を 打ち 出す 。 





作業 部 会 は 6 回 程度 予定 し 、 開催 に あたっ て は 必要 に 応じ 、 外 部 の 専門 家 等 を 招へい する 。 


第 1 回 平成 24 年 6 月 8 日 観光 振興 の 取組 状況 と 部 会 の 取組 方 針 に つい て 
以降 、 具 体 的 な 取り 組み に つい て 検討 。 
平成 24 年 7 月 3 日 検討 スケ ジュ ー ル と 観光 に よる 復興 支援 
平成 24 年 7 月 13 日 第 1 回 ラウ ンド テー ブル 


| 観光 庁 等 か ら 講師 を 招へい (まち づく り 、 人 づく り ) 


平成 24 年 11 月 第 2 回 ラウ ンド テー ブル 


平成 25 年 2 月 第 3 回 ラウ ンド テー ブル 


4. 活動 に お ける 課題 等 

(1) 活 動 に お ける 課題 

NT EAA 総 花 的 に な ら な いよ うに 
る こと 。 


(2) 機 構 会 員 な ど 他 の 主体 と 連携 し た いこ と ・ 期 待 す る こと 
MICE の 誘致 等 具体 的 な 提案 に 対し 、 そ れ ぞ れ の 構成 団体 で 積極 的 に 取り 組ん で いた だ きた 


いこ と 。 


(3) そ の 他 





